
電子線形加速器を利用した Ac-225 製造スケールアップ試験 

(1) Ra-226試料作製及び制動放射線照射試験 

Electron beam energy dependence of Ac-225 production amount using an electron accelerator 

(1) Ra-226 sample preparation and bremsstrahlung irradiation test 
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アルファ線内用療法(TAT:Targeted Alpha Therapy)用核種として有望な Ac-225に関して、小型高製造効率

化が期待される電子線形加速器を利用した製造システムを検討している。本研究では、基礎試験の約 1000

倍(50MBq)の Ra-226 原料を用いたスケールアップ試験の Ra-226 試料作製及び照射試験について報告する。 
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1. 緒言 

本手法は、電子線形加速器により加速した電子を制動放射線発生用ターゲットに照射することで生成す

る制動放射線と Ra-226原料との核反応である Ra-226(γ,n)Ra-225反応で生成する Ra-225のβ崩壊により

Ac-225 を製造する方法である。上記反応断面積には、実験値が存在せず、理論値のみであることから、実

験による Ac-225 製造量の評価が必要である。 

 

2. 試料作製、及び、照射試験条件 

図１に Ra-226・Cl2試料を示す。東北大学金属材料研究所アル

ファ放射体実験室保有の Ra-226 原料(塩酸溶液)から、50MBq 分

の溶液を分取し、石英容器内で蒸発乾固させた後、封止した。 

東北大学電子光理学研究センターで実施した照射試験の様子

を図２に示す。石英容器の万が一の破損を考え、Rn-222 飛散防

止用ハウジング内に試料を設置した。電子ビームエネルギー

44.5MeV、平均加速電流値 149.5µA、照射時間 6 時間、ビーム形状

は、水平方向の標準偏差 3.8mm、垂直方向の標準偏差 2.6mm のガウ

ス分布形状であった。 

 

3. 結果・考察 

試料及び照射試験条件をもとに、理論反応断面積を用いて評価

した Ac-225 製造量は、252kBq(Ac-225 量が最大となる照射開始か

ら 421.6 時間後)であり、基礎試験の約 1000 倍であった。 
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